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沖縄市役所　TEL098-939-1212　沖縄市公式サイト　http://www.city.okinawa.okinawa.jp/１
月
は
、
市
県
民
税
４
期
分
・
介
護
保
険
料
８
期
分
・
国
民
健
康
保
険
料
７
期
分
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
７
期
分
の
納
期
で
す
。
納
期
限
及
び
口
座
振
替
日
は
１
月
31
日
！
前
日
ま
で
に
残
高
確
認
を
!!

暮
ら
し

年
始
の
ご
み
は
１
月
４
日

か
ら
通
常
の
収
集
を

開
始
し
ま
す

種
別
／
も
や
せ
る
ご
み
、
も
や

せ
な
い
ご
み
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

資
源
ご
み

※

粗
大
ご
み
の
受
付
開
始
は

１
月
４
日
（
金
）
で
す
。

　
年
始
は
ご
み
出
し
の
量
や
、

粗
大
ご
み
の
受
付
が
増
え
る
た

め
、
収
集
時
間
が
変
動
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

〜
ご
み
は
午
前
８
時
ま
で
に

出
し
ま
し
ょ
う
〜

問
合
せ
／
環
境
課 

ク
リ
ー
ン
係

内
線
（
2
2
2
3
〜
2
2
2
6
）

母
子
家
庭
及
び
父
子
家

庭
自
立
支
援
教
育
訓
練

給
付
金

　
資
格
を
取
得
し
、
就
職
を
め

ざ
す
ひ
と
り
親
の
お
母
さ
ん
・

お
父
さ
ん
へ

　
技
能
修
得
・
資
格
取
得
を
目

的
と
し
た
対
象
講
座
に
か
か
る

教
材
費
等
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
（
上
限
額
：
20
万
円
）。

※

事
前
相
談
・
申
請
が
必
要
で
す
。

受
講
前
に
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対
象
者
／
次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
す
方

①
母
子
家
庭
の
母
ま
た
は
父
子

家
庭
の
父
で
、
教
育
訓
練
後
に

取
得
し
た
資
格
や
技
能
で
の
就

職
を
予
定
の
方

②
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る

か
、
同
様
の
取
得
水
準
に
あ
る
方

③
過
去
に
教
育
訓
練
給
付
金
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
方

対
象
講
座
／

・
雇
用
保
険
制
度
の
一
般
教
育
訓

練
給
付
の
指
定
講
座

・
就
業
に
結
び
つ
く
可
能
性
が
高

い
講
座

・
受
講
料
が
1
万
2
千
円
以
上
の

講
座

問
合
せ
／
こ
ど
も
家
庭
課

内
線
（
3
1
9
5
・
3
1
9
6
）

し
ご
と
・
く
ら
し

な
ん
で
も
相
談
会

　
仕
事
や
生
活
、
家
族
な
ど
の

悩
み
事
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

日
時
／
1
月
23
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所
／
沖
縄
市
福
祉
文
化
プ
ラ
ザ

相
談
料
／
無
料
（
予
約
不
要
）

問
合
せ
／
沖
縄
市
就
職
・
生
活
支
援

パ
ー
ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
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沖
縄
市
暮
ら
し
の
便
利

帳
を
発
行
し
ま
す

　
市
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら
し
に

必
要
な
行
政
情
報
や
地
域
に
関

す
る
情
報
等
と
、
広
告
に
よ
る

事
業
者
情
報
を
併
せ
た「
沖
縄
市

暮
ら
し
の
便
利
帳（
2
0
1
9
-

2
0
2
0
年
度
版
）」
を
、
平
成

28
年
度
に
続
い
て
株
式
会
社
サ

イ
ネ
ッ
ク
ス
と
の
官
民
協
働
事

業
に
よ
り
６
月
頃
に
発
行
す
る

予
定
で
す
。

配
布
対
象
／
市
内
全
世
帯
等

問
合
せ
／
秘
書
広
報
課

内
線
（
2
3
7
1
・
2
3
7
2
）

新成人の皆さんへ

20歳になったら国民年金加入手続きを

東部海浜開発地区土地利用計画
調査検証についての
市民意見反映会議

110番の正しい利用にご協力を

　20歳以上60歳未満の 日本国内にお住まいの方は、原則国民年金に加入すること
が義務付けられています。

※詳しくはお問い合わせください。

○若い時に公的年金に加入し保険料を納め続けることで、次のような時に年金を受
け取ることができます。
・年をとった時　・病気やケガなどで障害が残った時　・家族の働き手が亡くなった
時　など
○将来の大きな支えになります
国が責任を持って運営するため、年金の給付は生涯にわたって保障されます。
○老後のためだけのものではありません
国民年金には、年をとった時の老齢年金のほか、障害年金や遺族年金があります。
《障害年金》病気や事故などで障害が残った時に、障害の程度に応じて受け取れ
ます。
《遺族年金》加入者が死亡した場合、その加入者により生計を維持されていた遺族
（「子のある配偶者」や「子」）が受け取れます。

沖縄市循環バスは1月4日（金）から
通常運行いたします

110番は、事件事故が発生した際に警察へ連
絡していただくための緊急の電話です。
急を要しない要望や相談は、警察相談専用電
話（♯9110）へ！

　近年、観光客数増加等の社会経済
状況の変化を受け、現在の土地利用
計画について調査・検証を行っていま
す。
　本会議において、調査検証内容を
適宜、市民のみなさまにご報告し、意
見聴収を行った上で、今後の調査検
証に反映させていきます。
日時／2月6日（水） 午後７時
場所／市役所　地下2階 大ホール

問合せ／都市計画担当 内線（2520）

　
東
桃
原
自
治
会（
石
原
一
昭
会
長
）は
、グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
や
納
涼
ま
つ
り
、ピ
ク
ニ
ッ
ク
、綱
引

き
、親
子
も
ち
つ
き
大
会
、囲
碁
大
会
な
ど
自
治
会

行
事
が
充
実
し
て
い
る
。特
に
人
気
が
あ
る
の
が
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
こ
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

参
加
が
あ
り
、楽
し
く
世
代
間
交
流
を
行
え
る
こ

と
や
地
域
内
の
企
業
が
景
品
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
の
で
地
域
交
流
も
盛
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
ま
た
、石
原
会
長
は
防
災
訓
練
に
力
を
入
れ
て

お
り
、念
願
の
避
難
通
路
も
完
成
し
た
こ
と
か
ら

要
支
援
者
や
障
が
い
者
も
ス
ム
ー
ズ
に
避
難
等
が

で
き
る
よ
う
に
搬
送
方
法
の
工
夫
な
ど
を
行
い
、

災
害
に
強
く
安
心
し
て
住
め
る
地
域
を
目
指
し
、

取
り
組
ん
で
い
る
。

　
石
原
会
長
は「
多
く
の
行
事
を
開
催
す
る
こ

と
で
会
員
同
士
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る

機
会
に
、ま
た
、自
治
会
に
加
入
す
る
き
っ
か
け

に
な
っ
て
ほ
し

い
。
以
前
は

あ
っ
た
老
人
会

を
再
び
立
ち
上

げ
、更
に
集
ま

る
機
会
や
交
流

の
場
を
増
や

し
、地
域
を
盛

り
上
げ
て
い
き

た
い
」と
話
し

て
い
る
。

わったーじちくゎい
沖縄市自治会紹介

vol.46

東桃原自治会
更なる公民館活動で地域活性化を

八重島自治会
若き自治会長の挑戦

℡ 

0
9
8
ー
9
3
7
ー
4
6
2
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八
重
島
自
治
会
（
親
川
静
也
会
長
）
に
今
年

の
６
月
１
日
、
市
内
最
年
少
の
27
歳
の
自
治
会

長
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
４
年
前
、

老
朽
化
に
よ
る
公
民
館
の
取
り
壊
し
に
よ
り
、

活
動
を
休
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
青
年
会
と

子
ど
も
会
が
復
活
し
、
現
在
、
総
勢
10
人
の
メ

ン
バ
ー
で
エ
イ
サ
ー
練
習
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

　
八
重
島
自
治
会
で
は
、
休
止
し
て
い
た
催
し

や
新
し
い
催
し
を
開
催
し
よ
う
と
奮
闘
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
、
自
治
会
の
そ
ば
に
あ
る
空

手
道
場
を
借
り
開
催
し
、好
評
を
博
し
た
バ
ル
ー

ン
教
室
、
１
５
０
人
も
の
人
が
集
ま
っ
た
納
涼

祭
な
ど
を
行
っ
た
。

　
親
川
会
長
は
「
一
番
の
目
標
は
、
新
し
い
公

民
館
を
作
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
た
り
、
今
や
っ
て
い
る
活
動
を
ア
ピ
ー
ル

し
た
り
し
て
、
皆
が
入
り
た
く
な
る
よ
う
な
明

る
く
楽
し
い
自
治
会
を
作
り
、
会
員
数
を
増
や

し
た
い
。
当
面
の

目
標
は
、
地
域
の

絆
を
強
く
し
て
、

地
域
の
人
に
も
役

割
を
持
っ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
自
主

防
災
組
織
を
立
ち

上
げ
る
こ
と
」
と

話
し
た
。

▲大好評だったバルーン教室
（八重島自治会提供）
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▲今年のグランドゴルフ大会の様子（東桃原自治会提供）

か
ず
あ
き

　　
最
近
、「
平
成
最
後
の
○
○
」
と
聞
く
機
会
が
増
え
て
、

あ
ぁ
そ
う
だ
っ
た
な
と
感
慨
深
い
思
い
が
す
る
の
と
同

時
に
、
昭
和
が
さ
ら
に
遠
く
な
っ
た
も
の
だ
と
実
感
し

ま
す
。「
平
成
最
後
の
お
正
月
」、
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
月
も
、
先
月
11
日
よ
り
コ
ザ
ゲ
ー
ト
通
り
に
あ
る

展
示
館
「
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト
」
に
て
開
催
中
の
企
画
展

『｢

コ
ザ
暴
動｣1970.12.20

』
か
ら
、
話
題
を
お
届
け

い
た
し
ま
す
。

　
人
で
賑
わ
う
年
末
の
コ
ザ
市
で
起
き
た｢

コ
ザ
暴
動｣

(

概
要
は
先
月
号)

は
民
衆
の
圧
倒
的
な
支
持
を
得
ま
し

た
が
、
そ
の｢

代
償｣

は
、
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
騒
動
直
後
（
21
日
）
に
発
表
さ
れ
た
軍
雇
用
員
の
大

量
（
３
千
人
規
模
）
解
雇
や
、
翌
年
２
月
ま
で
続
い
た

オ
フ･

リ
ミ
ッ
ツ
な
ど
の
影
響
で
、
コ
ザ
市
は
大
恐
慌
に

陥
っ
た
の
で
す
。
米
人
相
手
の
商
売
が
立
ち
ゆ
か
な
く

な
っ
て
、
廃
業
す
る
店
が
出
た
り
、
市
民
同
士
が
分
断
・

対
立
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
ま
た
騒
動
に
関
わ
っ
て
逮
捕･

起
訴
さ
れ
た
住
民
の
う

ち
、
最
後
の
被
告
人
へ
判
決
が
下
さ
れ
た
の
は
１
９
８

１（
昭
和
56
）年
10
月
。
事
件
の
完
全
解
決
を
み
る
ま
で
、

実
に
11
年
の
歳
月
が
か
か
っ
た
の
で
す
。

　
何
と
も
後
味
悪
い
結
末
を
迎
え
て
し
ま
っ
た
沖
縄
戦

後
史
の
一
大
事
件
「
コ
ザ
暴
動
」。
今
企
画
展
で
は
そ
の

実
相
に
様
々
な
角
度
か
ら
迫
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。
平
成
最

後
の｢

コ
ザ

暴
動｣

展
、ヒ

ス
ト
リ
ー
ト

２
階･

企
画

展
示
室
で
開

催
中
で
す
。

ぜ
ひ
お
越
し

下
さ
い
！

今
月
の
ヒ
ス
ト
リ
ー
ト

市史編集担当／TEL：929-4128（直通）
ヒストリート／TEL：929-2922

軍雇用員の大量解雇反対デモ。米軍人
･軍属は外出禁止となり、市民同士の対
立を招いた。（撮影：國吉和夫氏／
1971年コザゲート通り）

問合せ／沖縄警察署　TEL.098‒932‒1110

問合せ／コザ年金事務所　TEL 098－933－2267
市民課 国民年金担当　内線（213３・2134）

問合せ／東部海浜開発局　計画調整課
内線（2674）

※東部海浜開発事業を推進していくための
　会議です。
※事前申込は不要です。
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